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奄美高等学校　２年
機械電気科

有吉　翔 さん

　
私
は
将
来
、
整
備
士
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
小
学

生
の
頃
か
ら
、
も
の
づ
く

り
や
機
械
に
触
れ
る
こ
と

が
大
好
き
で
、
中
学
校
の

進
路
選
択
の
際
に
、
専
門

的
な
知
識
と
技
術
を
学

び
た
い
と
奄
美
高
校
の
機

械
電
気
科
を
志
望
し
ま
し

た
。

　
中
学
生
の
と
き
に
は
、

職
場
体
験
学
習
で
自
動
車

整
備
を
経
験
し
ま
し
た
。

車
体
の
点
検
や
整
備
を
は

じ
め
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
測

定
体
験
な
ど
を
通
じ
て
学

ん
だ
こ
と
は
、
タ
イ
ヤ
の

ね
じ
締
め
を
し
っ
か
り
し

て
お
か
な
い
と
ボ
ル
ト
や

ね
じ
の
不
具
合
で
脱
落
し
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
て

事
故
に
つ
な
が
る
例
が
あ

る
と
い
う
こ
と
や
、
バ
ッ

テ
リ
ー
が
上
が
る
と
エ
ン

ジ
ン
が
か
か
ら
な
い
状
態

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

一
つ
一
つ
の
作
業
が
と
て

も
重
要
で
あ
る
と
い
う
点

で
す
。

　
高
校
に
入
学
し
て
か
ら

は
、
日
ご
ろ
の
授
業
や
実

習
で
の
学
び
を
生
か
し
て
、

各
種
検
定
や
危
険
物
取
扱

者
乙
種
４
類
を
取
得
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
必
要
な

資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
、

外
部
講
師
の
先
生
方
か
ら

の
出
前
授
業
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
少
し
ず

つ
で
も
技
術
を
し
っ
か

り
と
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
ま

た
、
将
来
に
向
け
て
さ
ら

な
る
知
識
を
習
得
す
る
た

め
に
、
部
活
動
に
も
入
り

ま
し
た
。

　
部
活
動
で
は
、
自
走
ロ

ボ
ッ
ト
（
マ
イ
コ
ン
カ
ー
）

を
製
作
す
る
上
で
必
要
な

機
械
加
工
や
電
子
工
作
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん

で
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
制

御
は
と
て
も
難
し
い
で
す

が
、
県
大
会
で
の
上
位
入

賞
を
目
標
に
す
る
と
と
も

に
将
来
に
向
け
て
、
整
備

士
と
し
て
の
仕
事
を
意
識

し
な
が
ら
努
力
し
続
け
ま

す
。
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卒
業
し
た
旧
５
年
生
は
計

人
が
受

か
っ
た
＝
霧
島
市
の
霧
島
市
民
会
館

３学科17人の若者が技術習得を目指す
＝鹿児島市の同校

　
鹿
児
島
市
の
鹿
児
島
高

等
技
術
専
門
校
（
黒
丸
米

行
校
長
）
で
４
日
、
２
０

２
４
年
度
期
の
入
校
式
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
春
か
ら

３
学
科

人
の
若
き
職
人

が
仕
事
と
学
び
の
両
立
を

目
指
し
て
い
く
。
会
場
に

入
る
未
来
の
担
い
手
に
、

所
属
事
業
所
の
関
係
者
ら

は
温
か
い
拍
手
を
送
り
、

背
中
を
押
し
た
。

　
新
入
校
生
を
含
め
、
今

年
度
は
３
学
年
６
学
科


人
が
技
を
磨
く
同
校
。
黒

丸
校
長
は
「
自
ら
学
び
技

能
習
得
の
ほ
か
、
人
間
性

も
養
っ
て
ほ
し
い
」
と
期

待
。
同
市
職
業
訓
練
協
会

長
の
山
元
成
巧
氏
（
山
元

木
工
）
も
「
周
囲
に
信
頼

さ
れ
る
職
人
を
目
指
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

来
賓
か
ら
も
励
ま
し
の
言

葉
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
入
校
生
を
代
表
し
て
左

官
・
タ
イ
ル
施
工
科
の

吉
元
隆
泰
さ
ん(

坂
野
工

務
店)
は
「
仲
間
と
共
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

か
っ
て
励
ん
で
い
く
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

　
入
校
者
は
次
の
通
り
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施

工
科
＝
畠
中
崚
（
隆
成
）

▽
左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科

＝
吉
元
隆
泰
　
有
村
友
作

（
大
平
工
業
）
濱
田
零
士

（
同
）
岩
田
歩
武
（
田
畑

工
業
）
江
里
口
幸
翼
（
同
）

神
田
侃
紀
（
同
）
立
山
将

吾
（
同
）
祐
福
南
海
人

（
同
）
川
原
紅
葉
（
川
建
）

古
河
希
吏
人
（
異
島
住
建
）

松
元
柊
（
日
高
工
業
）
吉

永
悠
星
（
フ
ラ
ッ
ト
エ
ム
）

▽
木
工
科
＝
田
中
稜
（
山

口
建
装
）
平
蓮
翔
（
同
）

野
間
嶺
（
瀬
戸
木
工
）
本

町
皇
世
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
文
部
科
学
省
は
、
科
学

技
術
・
学
術
審
議
会
の
技

術
士
に
関
わ
る
特
別
委
員

会
を
開
き
、
制
度
改
革
を

見
据
え
た
検
討
事
項
を
示

し
た
。

　
人
材
育
成
に
向
け
、
大

学
な
ど
の
卒
業
後
の
初
期

専
門
能
力
開
発
（
Ｉ
Ｐ
Ｄ
）

制
度
を
整
備
・
充
実
さ
せ

る
。
資
格
取
得
後
の
継
続

研
さ
ん
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
の
仕

組
み
と
も
連
携
さ
せ
、
一

貫
し
た
技
術
士
人
材
の
育

成
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

今
夏
に
も
一
定
の
結
論
を

出
す
と
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｄ
の
整
備
を
テ
ー

マ
と
し
た
の
は
、
技
術
士

試
験
の
受
験
者
・
合
格
者

が
高
齢
化
し
て
い
る
た
め

だ
。
大
学
等
を
卒
業
後
、

若
手
が
実
務
に
就
き
な
が

ら
技
術
者
と
し
て
能
力
を

高
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
資
格

を
取
得
で
き
る
仕
組
み
を

整
え
る
。

　
プ
ラ
ン
テ
ム
タ
ナ
カ

（
田
中
義
郎
社
長
）
の
２

０
２
４
年
度
入
社
式
が
１

日
、
鹿
児
島
市
の
本
社
で

あ
っ
た
。
新
卒
者
５
人
を

採
用
。
そ
れ
ぞ
れ
描
く
理

想
の
社
会
人
へ

決
意
に
じ
ま
せ

る
姿
に
成
長
と

活
躍
を
期
待
し

た
。

　
い
ず
れ
も
県

内
の
高
校
を
経

て
入
社
。
式
で
は
役
員
等

が
見
守
る
中
、
そ
の
代
表

と
し
て
加
藤
光
さ
ん
（
加

治
木
工
業
高
校
・
機
械
科

卒
）
が
決
意
を
表
明
、
各

者
に
対
し
て
辞
令
交
付
も

行
わ
れ
た
。

　
期
待
と
不
安
が
入
り
交

じ
る
５
人
へ
「
一
つ
の
仕

事
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
達
成
感
が
生
ま
れ
、

楽
し
さ
に
つ
な
が
る
」
と

言
葉
を
送
っ
た
田
中
社
長
。

「
失
敗
も
次
に
つ
な
げ
て
、

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
逃
げ

ず
に
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。
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写真に納まる田中社

長（左から４人目）

と新入社員５人＝鹿
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鹿
児
島
工
業
高
等
専
門

学
校
は
、
都
市
環
境
デ
ザ

イ
ン
工
学
科
か
ら
技
術
士

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を

累
計

人
輩
出
し
た
。
こ

の
春
に
卒
業
式
を
迎
え
た

旧
５
年
生
は
７
人
が
受
か

り
、
前
回
の
合
格
者
と
合

わ
せ
て

人
が
通
過
。
友

と
勉
学
に
励
ん
だ
日
々
を

糧
に
、
新
た
な
環
境
で
の

活
躍
を
誓
っ
た
。

　
日
本
技
術
士
会
が
主
催

す
る
試
験
。
学
問
等
の
資

格
要
件
に
制
限
は
な
く
、

基
礎
や
適
性
な
ど
３
科
目

を
筆
記
形
式
で
問
う
。


部
門
の
中
か
ら
一
つ
を
選

ぶ
専
門
科
目
で
は
「
建
設

部
門
」
を
選
ぶ
。

　
受
験
地
が
福
岡
市
と
遠

方
に
あ
る
中
、
今
回
は
渡

辺
組
の
渡
辺
丈
社
長
か
ら

の
寄
付
金
を
活
用
し
貸
切

バ
ス
を
手
配
。
４
年
生
対

象
の
対
策
授
業
「
工
学
演

習
」
で
は
、
建
設
コ
ン
サ

ル
勤
務
の
Ｏ
Ｂ
が
教
え
る

な
ど
、
受
験
に
多
数
の
業

界
関
係
者
が
支
援
し
た
。

　
合
格
者
は
専
攻
科
が
３

人
、
５
年
生
が
７
人
、
４

年
生
が

人
、
３
年
生
が

３
人
。
独
学
で
勉
強
し
た

３
年
生
は
過
去
最
多
数
と

な
っ
た
ほ
か
、

全
国
の
高
専
の

中
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
合
格

者
数
を
維
持
し

た
。
惜
し
い
結

果
と
な
っ
た
学

生
は
、
次
回
の

受
験
に
向
け
意

欲
を
燃
や
し
て

い
る
。

　
２
０
２
３
年

度
試
験
統
計
に

よ
る
と
、
建
設

部
門
の
合
格
率

は



・

７

％

（
前
年
度
比
約

４
・
５
％
減
）

だ
っ
た
。


